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白糠町立庶路学園 「いじめ防止基本方針」

１ 基本姿勢

いじめの未然防止、早期発見及び早期解消等のための対策に関し、学校としての基本理念、

教職員の責務や役割、保護者や関係機関との連携など、基本的な方針の策定並びに対策の基

本となる事項等を定めることにより、対策を総合的かつ効果的に推進し、児童生徒の尊厳を

保持するとともに、児童生徒が互いの違いを認め合い、支え合いながら、健やかに成長でき

る環境を充実させる。

２ 定義～「いじめ」とは

当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与え

る行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった

児童生徒が心身の苦痛を感じているものとする。

３ いじめの禁止

「いじめは絶対に しない・させない・みのがさない！ 」

児童生徒に、いかなる理由があってもいじめを行ってはならないことをしっかり認識させ

る。

４ 学校の責務

いじめはどの児童生徒にも起こりうるものであるとの認識のもと、いじめが行われず、す

べての児童生徒が安心して学習その他の活動に取り組むことができるように、保護者や関係

機関との連携を図りながら、全教職員でいじめの未然防止と早期発見に取組み、迅速かつ適

切に対応することにより再発防止に努める。

５ 学校におけるいじめ防止の基本施策

（１）未然防止

①児童生徒に対して

・「いじめは決して許されないこと」を児童生徒が認識できるようさまざまな活動で指導

する。

・児童生徒一人ひとりが自己存在感をもてる学級づくりを行い、学級のルールを守ろう

とする規範意識を醸成する。

・思いやりの心や命の大切さを道徳の時間を要として、全教育活動を通して育む。

・わかる授業を通して基礎基本の確実な定着を図り、児童生徒に成就感や達成感を味わ

わせる。

・本町の「三愛運動」と連動した指導を行う。

②学校として

・「いじめは決して許さない」という姿勢を職員全体が認識し、児童生徒に示す。

・児童生徒が自分の居場所と感じられる学級経営に努める。

・思いやりの心や命の大切さを育む指導の充実を図る。

・さまざまな児童生徒の活動に目をやり、アンケート調査結果を踏まえ、児童生徒の変

化に敏感に気づく眼をもつ。

・問題を軽視したり抱え込んだりせず、管理職や同僚への情報提供や協力を求める姿勢

をもつ。

③保護者・地域に対して

・児童生徒にのいじめのサインが見られたときは、迅速に学校に相談することの大切さを伝え

る。
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・学校・家庭・地域の連携がいじめの防止・解決にとって大切であることを学校便りや

町内会の会合などで周知を図る。

（２）早期発見・早期対応

①「変化に気づく」

・日々の教育活動を通しての児童生徒の変化を共有する場を設定する。

・アンケート調査やＱ－Ｕ検査を活用する。

・教育相談の機会を重視する。

②「誰にでも相談できる」

・困ったことや悩んでいることについて、教員やスクールカウンセラーなど、誰にでも

相談する大切さを教える。

・相談に当たっては、親身になって話を聴き、本人の苦しみを受け止める。

・相談を受けた教員は、管理職に報告するとともにいじめ防止委員会で情報を共有する。

③「傷が広がらないうちに」

・組織的な体制で事実を早期に把握し確認する。

・いじめることをやめさせ、いじめの行為の重大さを気づかせる指導を行う。

・いじめる側の心の安定を図る指導を行う。

・見て見ぬ振りをする周囲の生徒に対し、いじめに荷担することと同じであることに気

づかせる。

・事実関係を正確に当該児童生徒の保護者に伝え、学校への指導や対応について、連携

して取り組んでいくことを伝える。

（３）校内体制～いじめ防止委員会～

校務分掌に「いじめ防止委員会」を位置づける。

①構成

構成員は、校長・副校長・教頭・生徒指導担当・ブロック長・養護教諭・スクールカ

ウ ンセラーとする。スクールカウンセラーは状況に応じて要請する。

②役割

本校のいじめ防止等の取組に関することや相談内容の把握、保護者への啓発を行う。

③いじめ発生時の対応

ブロック長、担任を加え、事実関係の把握、該当児童生徒・保護者への対応について

協議する。

④取組の評価

学校評価の保護者アンケートや生徒へのいじめアンケートから、その結果を公表し次

年度の改善に生かす。

（４）関係機関との連携

①些細ないじめ案件であっても、町教委や青少年センターに報告、学校の対応への指導

助言を求め、組織的に動く。

②ＰＴＡ・連合町内会・学校運営協議会の会合等でいじめに関する話し合いをお願いす

る。

③心理や法律の専門家も教員とともに保護者対応にあたる場合がある。

６ ネットを通じて行われるいじめへの対応

（１）保護者への啓発

入学説明会やＰＴＡ総会の場で、必要のない場合は、「子どもにケータイ・スマホを

持たせない、使わせない」呼びかけを継続する。

（２）児童生徒へのモラル教育の充実

防犯教室でネット問題を取り上げるとともに、学級での指導を充実する。

（３）関係機関との連携（教育局、町教委、釧路警察署等）
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ネットパトロールと連携し問題行動を把握する。

７ いじめ未然防止プラン

Action

改 善

【令和５年度の状況】

１ 校内児童生徒理解研修（学期ごと年２回実施）
・いじめに該当する事案はないか全教職員で情報交流した。

２ アンケート調査と相談活動
・校内いじめ調査：年３回・Ｑ－Ｕ検査：年２回
・学級担任による教育相談活動（年２回） いじめの
アンケート調査からはいじめの回答が１件あった。担任との面談により、重大性・緊急性はな
いと判断し、本人の生活にも変化はない。

３ スクールカウンセラーによるカウンセリング 月２回
・特にいじめと判断される内容はなかった。

４ 学校評価保護者アンケートのいじめ項目

・特に対応すべき事例はなかった。

５ 教職員による日常観察 （授業・休み時間・給食準備時間・部活動）

・保健室の利用状況、休みの理由、児童生徒の表情、友人関係の変化などから日常的に把握

に努めた。

※改善の視点 ①全教職員の共通理解に基づく取組み

②いじめの状況のきめこまかな把握

③保護者・地域への情報発信

④生徒の主体的な活動にどうつなげるか。

①全教職員による共通理解を図る
□全教職員による生徒の状況についての共通理解を深める。

②いじめの状況の把握と保護者・地域と情報を共有する

□各種アンケートの分析とＱ－Ｕ検査の活用

③保護者・地域との連携

□保護者へのいじめ防止に向けた啓発

④生徒の主体的な活動につなげる
□生徒会活動での取組み □標語作成（社会を明るくする運動等）

①全教職員による共通理解

□全教職員による児童生徒の状況交流 □ブロックによる児童生徒の状況交流

□休み時間・給食時間の教員巡回（随時） □児童生徒指導交流会の実施（年２回）

□教育相談の実施（年２回） □思いやりの心や命の大切さを育む道徳の授業の充実

□人権教室の実施（年１回） □校内研修による分かる授業の実践

□児童生徒による授業アンケートの活用

②状況の把握

□校内いじめアンケート（年３回） □生活状況調査（５月）

□Ｑ－Ｕ検査の実施（年２回） □ＳＣによるカウンセリング（月２回）

③保護者・地域との連携

□学校便り、学級便り等による啓発（随時） □ＰＴＡ総会での講話

④児童生徒の主体的な活動

□児童生徒自身がいじめ防止を考える活動（生徒会による企画）□標語作成・応募

◇いじめの未然防止・早期発見に努めることができたか。
◇児童生徒は、いかなる理由があってもいじめを行ってはならないことをしっかり認識できたか。

◇いじめ防止委員会による検証を行い、改善点の明確化を図る。

Check

検 証

Plan

計 画

Do

実 施

Action 改善

Check 検証
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８ 未然防止の取組スケジュール

いじめ防止の取組 ※は外部との連携 調査アンケート
□いじめ対策委員会

・いじめ防止基本方針確認 □全国学力・学習状況調査
□職員会議

・全教職員によるいじめ防止

の共通理解

４月 □児童生徒理解研修①

・新入生の状況把握

□家庭訪問

・いじめの有無の状況把握

・ネット問題有無の確認

□ＰＴＡ総会

・いじめの状況について講話

□町生徒指導研究協議会 □生活・学習状況調査
５月 □教育相談週間① □Ｑ－Ｕ検査①

□いじめ調査①
※町生徒指導研究協議会

６月 □標語コンクール応募

□参観日 □学校評価 保護者アンケート
７月 ・保護者から情報収集 □児童生徒の授業評価

□祭典巡視

・地域から情報収集

□性に関する講座

・命の大切さを学ぶ

※町生徒指導研究協議会

８月 □祭典巡視

・地域から情報収集

９月 ※町生徒指導研究協議会

・町内の情報交流

□学園祭

・活動を通して友だちの良さ

に気づかせる。

・児童生徒会企画

１０月 □教育相談週間② □Ｑ－Ｕ検査②
□学校運営協議会 □いじめ調査②
□児童生徒総会

１１月 □人権教室

・外部講師招聘

□児童生徒理解研修③

１２月 □校外巡視 □学校評価保護者アンケート
※町生徒指導研究協議会 □児童生徒質問紙調査
□非行防止教室 □児童生徒の授業評価

１月 ・ネット利用について

・講師：釧路警察署

２月 □いじめ対策委員会 □いじめ調査③
・校内の取組を検証

□ＰＴＡ役員会

・いじめの状況を報告

□学校運営協議会

・いじめの状況を報告

※町生徒指導研究協議会

３月 □いじめ対策委員会

・次年度の計画作成
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９ 早期対応マニュアル

□担任：事実関係の把握 ※時系列による記録化

↓

□教頭・副校長への報告→生徒指導担当に連絡

↓

□校長への報告 ※副校長は事故速報作成開始

↓

□いじめ防止委員会の招集

□校長（副校長）：町教委指導室長に報告し、対応につい

て助言を受ける。

□担任（指導担当）：加害、被害児童生徒の指導

・プライバシーへの配慮・事実に基づいた指導

・状況に応じて学級全体に指導する。

・事態が改善されない場合は、再度、対応策について検

討する。

□校長（副校長）：経過を町指導室に報告

□担任（ブロック団、教頭、副校長、校長）

・被害生徒保護者

これまでの事実と指導の経過・今後の対応について説

明し、理解と協力について誠意をもって依頼する。

・加害児童生徒保護者

これまでの事実と指導の経過・今後の対応について説

明し、理解と協力について誠意をもって依頼する。必

要におうじて継続して対応する。

□校長：事案に重大性、波及性がある場合は、ＰＴＡへの

説明を行う。

□校長：事態が収束しない場合は、関係機関と連携し対応

策を再度検討する。

・これまでの状況と指導の経過について事故報告書によ

り報告する。

・今後の指導の在り方について指導・助言を受ける。

【重大事案への対応】

重大事案は発生した場合、町教委の指導のもと、調査を行うなどの対応に当たります。

重大事案とは、「生命、心身または財産に重大な被害が生じた疑い」「相当の期間学校を欠席するこ

とを余儀なくされている疑い」 ※児童生徒や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申し立

てがあった場合で、設置者である町教委に報告し指示を受けます。

事
実
の
把
握

【いじめの発見】
■保護者からの訴え

■児童生徒本人からの訴え

■児童生徒からの通報

■教師による発見

■地域住民等からの通報

■アンケートから発見

対
応
１

【早期対応】
■最悪を想定 （さ）

■慎重に （し）

■すばやく （す）

■誠意を持って（せ）

■組織的に （そ）

対
応
２

【保護者対応】
■被害の生徒保護者

■加害の児童生徒

保護者

■ＰＴＡへの説明

対
応
３

【関係機関との連携】

■白糠町教育委員会

・指導室長

■青少年センター

■児童相談所


